
　

第
６
期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画

で
、
人
文
・
社
会
科
学
の
知
と
自
然
科
学
の
知
を
融

合
し
た
「
総
合
知
」
に
よ
る
社
会
変
革
や
社
会
課
題

の
解
決
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
社
会
科
学
と
し
て
の

経
済
理
論
が
、
こ
の
基
本
計
画
だ
け
で
な
く
、
社
会

課
題
解
決
に
ど
の
よ
う
に
実
践
的
に
貢
献
で
き
る
か

に
つ
い
て
考
え
た
い
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
と
は

　

経
済
理
論
と
聞
い
て
、
小
難
し
い
数
学
を
使
っ
た

机
上
の
空
論
と
思
わ
れ
る
方
も
少
な
く
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
経
済
理
論
の
中
で
、
社
会

経
済
制
度
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
分
野
が
急
速
に

発
展
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
実
際
の
社
会
制
度
を

デ
ザ
イ
ン
で
き
る
ほ
ど
に
経
済
理
論
の
道
具
が
あ
る

と
も
言
え
よ
う
。

　

私
達
は
生
活
の
至
る
と
こ
ろ
で
調
整
を
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
家
族
旅
行
に
行
く
日
時
、
取
引
先
と
の
値

段
交
渉
な
ど
で
あ
る
。
調
整
が
必
要
な
の
は
、
も
ち

ろ
ん
単
独
で
な
く
複
数
で
１
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ

よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
よ

る
と
、
市
場
経
済
で
価
格
を
介
し
て
各
個
人
が
自
己

の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
調
整
は

「
神
の
見
え
ざ
る
手
」
に
よ
り
達
成
さ
れ
る
。
一
方

で
、
環
境
問
題
な
ど
市
場
が
失
敗
す
る
例
も
あ
り
、

政
府
の
役
割
が
重
要
に
な
る
場
面
も
あ
る
。
政
府
を

必
要
と
し
な
い
場
面
に
お
い
て
も
、
制
度
を
デ
ザ
イ

ン
し
調
整
す
る
場
面
は
多
い
。
例
え
ば
、Google

検
索
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
に
連
動
し
て
広
告
欄

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
広
告
表
示
の
順
番
は

「
二
位
価
格
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
、
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
ル
ー
ル
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
配
車
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
な
ど
で
も
、
ド

ラ
イ
バ
ー
と
利
用
客
の
一
対
一
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
調

整
し
て
い
る
。

調
整
が
機
能
し
て
初
め
て
Ｄ
Ｘ
に
至
る

　

調
整
に
は
３
つ
の
段
階
が
あ
る
。
１
つ
目
は
、
参

加
者
の
希
望
な
ど
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
。

２
つ
目
は
、収
集
し
た
情
報
を
使
っ
て
参
加
者
が
満
足

す
る
よ
う
な
結
果
を
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、
決
め
方

の
ル
ー
ル（
制
度
）で
あ
る
。そ
し
て
、３
つ
目
は
、そ

の
結
果
を
参
加
者
に
伝
達
し
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

１
つ
目
の
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
が
持

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
長

栗くりの
野
盛もりみ

つ光

経
済
理
論
を
実
践
し
社
会
経
済
制
度
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
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的
に
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
経
済
理
論
は
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
制
度
の
持
つ
性
質
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
で

は
、
十
数
年
前
か
ら
大
学
の
経
済
理
論
家
を
雇
用
し
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
設
計
な
ど

で
経
済
理
論
を
実
践
し
て
い
る
（
注
２
）。

ま
た
、
新
卒
一
括

市
場
で
の
就
職
活
動
時
期
の
早
期
化
に
つ
い
て
も
、

日
本
の
現
在
の
よ
う
な
分
権
的
制
度
で
は
課
題
解
決

が
で
き
ず
、
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
筆
者
は
研

究
を
進
め
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
個
々
の
組
織
内
で
は
比
較
的

高
水
準
の
Ｄ
Ｘ
が
進
展
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。
今
後

必
要
な
の
は
、
組
織
を
横
断
す
る
よ
う
な
調
整
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
サ
イ
ロ
化
さ
れ
た
Ｄ

Ｘ
で
は
、
社
会
変
革
に
至
る
公
平
性
、
効
率
性
を
担

保
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
計
に
も
限
界
が
あ
る
。

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
新
興
技
術
や
従
来

技
術
に
お
い
て
も
、
社
会
課
題
を
解
決
し
て
、
経
済

成
長
を
持
続
す
る
た
め
に
必
須
な
「
総
合
知
」
へ
と

発
展
す
る
最
中
に
あ
る
。
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱

炭
素
社
会
な
ど
取
り
巻
く
環
境
を
直
視
し
て
、
第
６

期
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
が
提
唱

す
る
総
合
知
に
よ
る
変
革
に
今
こ
そ
取
り
組
む
べ
き

で
あ
る
。

イ
バ
ー
空
間
か
ら
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
に
情
報
と
し
て

伝
達
さ
れ
て
実
行
が
な
さ
れ
る
、
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
全
て
の
面
で
成
功
し
て
い
る
の
が
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
で
あ
る
。

経
済
理
論
を
実
践
し
て 

社
会
課
題
を
解
決
す
る

　

調
整
を
行
う
社
会
経
済
制
度
が
社
会
的
に
受
容
さ

れ
る
に
は
、
上
述
し
た
３
つ
の
側
面
で
検
討
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
そ
の
際
に
役
立
つ
視
点
と
し
て
、
経

済
学
は
３
つ
の
基
準
を
提
供
す
る
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
条
件
、
公
平
性
、
効
率
性
だ
。
情
報
収
集
に
お
い

て
も
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
個
別
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
行
動
履
歴
や
購
入
履
歴
な
ど

の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
参
加
者
が
提
供
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
参
加
者
が
そ
の
よ
う
な
情
報
を
自
ら

提
供
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
が
重
要

だ
。
そ
の
試
み
と
し
て
、
筆
者
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
未

来
創
生
セ
ン
タ
ー
の
高
原
勇
氏（
現 

内
閣
府
審
議

官
）と
と
も
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
選
択
理
論
を
開
発
し

た（
注
１
）。

人
々
に
公
平
性
と
効
率
性
を
同
時
に
担
保
す
る

持
続
性
あ
る
仕
組
み
は
誰
し
も
が
求
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

何
ら
か
の
制
度
を
デ
ザ
イ
ン
し
実
践
し
よ
う
と
す

る
際
に
は
、
そ
の
対
象
と
し
て
、
多
く
の
制
度
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
条
件
、

公
平
性
、
効
率
性
の
全
て
を
満
た
す
よ
う
な
制
度
が

求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
度
は
理
論

つ
情
報
は
局
所
的
で
そ
の
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
も

の
が
多
く
、
調
整
に
は
情
報
収
集
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
フ
ィ
ジ

カ
ル
空
間
の
情
報
も
調
整
を
向
上
さ
せ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
１
つ
目
の
情
報
収
集
と
３
つ
目
の
実
行
と
伝
達

は
、
ア
ナ
ロ
グ
よ
り
も
デ
ジ
タ
ル
が
効
率
的
で
あ
る
。

こ
の
転
換
が
デ
ジ
タ
ル
化
と
言
え
る
。
２
つ
目
の
決

め
方
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
経
済
理
論
で
多
く
の

研
究
成
果
が
利
用
可
能
で
あ
り
、
産
学
官
連
携
で

「
学
」
が
貢
献
で
き
る
。
こ
の
３
つ
が
同
時
に
機
能

し
て
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｄ
Ｘ
）と
言
え
る
。
難
し
い
の
は
、
こ
の
３
つ
が

バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
く
相
互
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
で
、
各
自
治
体
の

予
約
シ
ス
テ
ム（
決
め
方
の
ル
ー
ル
）は
先
着
順
で
あ

っ
た
が
た
め
に
、
需
要
量（
接
種
券
を
有
す
る
希
望

者
数
）が
供
給
量
を
超
え
た
初
期
の
頃
、
ア
ク
セ
ス

の
殺
到
に
よ
り
情
報
収
集
で
問
題
が
起
き
た
。

　

第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
提
唱
さ
れ
、
第
６

期
で
も
引
き
続
き
重
要
な
未
来
像
のSociety 5.0

で

は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
を
高
度
に

融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
経
済
発
展
と
社

会
課
題
解
決
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
調
整
す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
。
情
報
収

集
は
、
参
加
者
の
希
望
な
ど
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
か

ら
サ
イ
バ
ー
空
間
に
伝
達
す
る
こ
と
で
あ
り
、
決
め

方
の
ル
ー
ル
は
、
あ
ら
か
じ
め
私
達
が
承
認
し
た
も

の
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
空
間
で
計
算
さ
れ
、
そ
れ
が
サ

（
注
１
）�高
原
勇
・
栗
野
盛
光
著
『
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
経
済
学

－

マ
ー

ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
制
度
設
計
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
）

（
注
２
）�ギ
オ
ー
ム
・
ハ
ー
リ
ン
ジ
ャ
ー
著
、
栗
野
盛
光
訳
『
マ
ー
ケ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン
』（
中
央
経
済
社
）
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